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胸部食道癌に対する上縦隔 リンパ節郭清の効果について,主 として遠隔成績の面から検討した。対

象は74例の胸部食道癌症4/1で, これらには上縦隔の系統的郭清が行われているが,頭 部郭清は術前,

術中に転移の疑われたものとIu症例に限った。リンパ節転移率は66%で ,st IIIは22%,st IVは 59%

であった。胸腔内でもっとも転移の多かったのは108,106,107などの上から中縦隔にかけてで,腹 腔

内では 7, 3, 2の 噴門から小弯のリンパ節であった,COを 除いた累積 5年生存率 (Kaplan,Meier

法)は 全体で54%,n(― )で 64%,n(十 )で 42%で あった。再発形式は44%が 遠隔臓器転移であり,

上縦隔郭清は胸部食道癌の遠隔成績向上に有効と考えられたが,適 切な合併療法の開発が重要と思わ

れた。

索引用語 :食道癌,上 縦隔リンパ節郭清,食 道癌遠隔成績

はじめに             れ われは約10年前より胸部食道癌に対してはできるだ

食道癌の手術成績向上のために,適 切なリンパ節郭   け 上縦隔の郭清を行 うように心がけてきたが
',今 回

清の重要なことは言うまでもなく,近 年では頭部を含   そ の遠隔成績の面からリンパ節郭清の効果について検

めたいわゆる3領域の郭清が予後の向上に有効との報   討 してみた.

告がみられるようになってきたll‐。。しかし,系統的な            対   象

頭部郭清が行われるようになってからの期間は十分で   対 象は昭和50年より62年 3月 までに金沢大学第 2外

はなく,頭 部郭清の重要性を論ずる前にまず上縦隔郭   科 および福井医科大学第 1外科で,同
一術者によって

清の成績について検討する必要があると思われる。わ   切 除再建の行われた胸部食道癌89例のうち,右 開胸で

<1987年12月9日受理>別 刷請求先 ;藤田 秀 春     胸
腹部食道全摘,頸 部吻合の行われた74例である。文

中の記載はすべて食道癌取扱い規約ゆにしたがった。〒910-11 福井県吉田郡松岡町下合月23 福井医科

大学第 1外科                      年 齢は39歳から78歳(平均59歳),男 女比は60:14で
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あった。

リンパ節は腹部では, 1, 2, 3, 7, 9,胸 部で

はいわゆる最上部 リンパ節から112までの郭清を行っ

た.ただし107の完全摘出を行わなかった症例も検討対

象に含めた。また気管前面 (上大静脈より前方)の 郭

清は一部の症例を除いて行ってはいない。両側頸部の

郭清は術前あるいは術中に転移の疑われた場合にのみ

行い,通 常は食道再建時に左頸部の検索だけにとどめ

ている。

郭清 リンパ節数は胸部で17±9.4(SD)個 ,腹 部で

19.7±11.9個,頸 部ではピックアップ程度のものも含

めて平均5.2±60個 ,最 高29個であった。

食道切除には,53年 以降の65例に対しては再建先行

術式を用いている。

1)占 拠部位

主たる占拠部位では Iu 5例 ,Im 57例 ,El 12例 で

あった。

2)組 織学的進行度

組織学的進行度 (st)は st Oが3例 (4%),st Iが

7例 (10%),st IIが 4例 (5%),st IIIが 16例 (22%),

st IVが 44例 (59%)で あった。stを決定する因子は表

2の ごとくst IIでalが 4例 ,st IIIでa2が8例 ,■2

(十)が 8例 ,st IVで は a313例,n3(十 )は 36例でそ

のうち 6例 は a3,n3<(十 )で あった (表 1, 2).

3)深 達度

胸部食道癌の遠隔成績に対する上縦隔郭清の効果 日消外会誌 21巻  4号

sm以 下は10例,pm 15例 ,a120例 ,a214例 ,a313

例,Ef3の ため不明が 2例 であった (表 3).

4)リ ンパ節転移

リンパ節転移陽性は49例 で転移率は66.2%で あっ

た。転移部位を,頭 部,胸 部,腹 部に分けてみると,

胸腔内転移は33例 (45%),腹 腔内転移は34例 (46%)

で,16例 (22%)は 胸腹 2領 域に転移を有していた。

5例 (10%)で は頸胸腹の 3領 域に転移がみられた。

頸部に転移を認めたものは11例 (15%)で そのうち 3

例は頸部の単独転移例であった (表 4),

転移 リンパ節の群別陽性頻度では nl(十 )1例 ,n2

(十)12例 (25%), n3(十 )21例 (43%),n4(十 )15

結

表 3 外 膜浸潤の程度

表 1 組 織学的進行度 (St)

表 4 リ ンパ節転移部位

胸十腹十頭

表 2 並 ageを 決定する因子

並 症4/1数

4

8

8

I V

2l3

n3<(+)

2r,  I Is<t+t

表 5 群 別 リンパ節転移率
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例 (30%)で あり,転 移陽性例の73%が n3,n4の遠隔

リンパ節転移例であった (表5).

取扱い規約にしたがって部位別の転移率を見ると図

1, 2の ごとくで,胸 腔内では上縦隔,腹 腔内では胃

小弯の転移が日だった。これらをさらに大きく表 6の

ごとく分類してみると,腹 腔内では噴門,胃 小弯から

腹腔動脈周辺にはほぼ同様の率で転移がみられ,胸 腔

内では下部縦隔にやや転移率は低いものの中,上 縦隔

では同様の転移率であった。いわゆる最上部 リンパ節

については 6例 (8%)に 転移が見られたが,単 独転

移は 1例のみであった。気管前 リンパ節に転移をみた

症例はなかった。

5)リ ンパ節へのアイソト
ープコPイ ドの取 り込み

食道の リンパ流を検索する目的で13例に術前日に内

視鏡下に門歯列より約25～35cmの 部位に
99mTcヨ ロ

イドを注入し,摘 出リンパ節へのアイツト
ープの取 り

込みを検討した(表7)。その結果では注入部位に近い

107リンパ節への取 り込みが75%と 高い値を示したほ

図2 腹 睦内リンパ節の転移率
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表 7 摘 出リンパ節へのアイツト
ープ

コPイ ドの取 り込み率

かは,臨 床例での転移率とほぼ同じ傾向であった。こ

の場合にも気管前 リンパ節への取 り込みをみた症例は

なかった.

6)組 織学的根治度

組織学的根治度 (C)で は,C021例 ,C122例 ,C

I11例 ,C II1 30例であった。COの うち a3のために C

Oとなったのは13例,転移 リンパ節の不完全摘出による

ものは 6例 で,2例 は双方の理由によった。CIと 判定

したものはすべて a2以下であるが,n因 子のために st

IVと なったものである。リンパ節転移のために COと

なったものは胃周囲の塊状の転移あるいは胸腔内で転

移 リンパ節が他臓器に浸潤していたため完全摘出がで

きなかったものがほとんどで,た とえ転移 リンパ節個

数が多くてもst IVで
一応の郭清が行われたものは C

Iと してあつかった。

7)治 療成績

癌死を除く在院死亡は 8例 (11%)で , 6例 (8%)

は 1カ月以内死亡, 1例 は自殺であった.

直死 と明 らかな他病死 を除 いた66例につ いて

Kaplan‐Meier法 を用いて生存率を算定した.全 体の

5年 生存率は42%で あったが,絶 対非治癒切除例を除

くと54%と なった(図3).リ ンパ節転移の有無で 5年

生存率を比較してみると,n(― )で は64%,n(十 )

では42%で あった(図4)。現時点での 5年 以上経過例

は32例 (直死 3例 を含む)と 少数ではあるがその内15

例 (47%)(n(十 )は 7例 )が 5年 以上生存している。

(n=13)

図 1 胸 腔内リンパ節の転移率

9 6

表 6 部 位別のリンパ節転移率

最上部,105,106

107, 108, 109

110, 111, 112

10, 11, 16
:ニトー腹腔
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図 3 直 接死亡を除く全切除例の累積生存率
(Kaplan‐Meier法)

胸部食道癌の遠隔成績に対する上縦隔郭清の効果 日消外会誌 21巻  4号

生 存 月 &

図4 リ ンパ節転移の有無による累積生存率
(Kaplan,Meier法)の 比較 (COを除く)

- n  ( _ )
* n  ( + )

図5 リ ンパ節転移陽性例の生存状況.◆ 死亡例,
生存例

リンパ節転移の程度による比較ではほとんど差を認
めなかった(図5)。 こ れは現在の規約では一部の群分

類が予後と相関していないことを示すものと考えられ
ブt i .

リンパ節転移陽性で 5年 以上生存中の症例を図 6に

示したが,い ずれも転移 リンパ節が 4個 以下で,ly,v

とも (―)で あることが一つの特徴と思われた。

8)再 発形式

CI以 上の死亡例について再発形式をみた。再発死亡

例は n(― )5例 ,n(十 )11例 であるが, もっとも多

図6 リ ンパ節転移陽性で5年以上生存中の症例.全
例 ly(一),v(一 )で は。は転移リンパ節 1個を示
す

表 8 死 亡例の再発形式

CI≦

再発部位 n (― )例 n ( 十 ) 例 率

肝 ・肺 ・骨 1 6 44%

頚紗 ンパ節 ] 6%

縦隔 リンパ飾 1 3 25%

局 所 1 6%

断 端 1 6%

腹腔内リンパ節 2 12%

ハ
ロ 計

いのは肝,肺 ,骨 の血行性転移であった。縦隔内 リン

パ節再発は 4例 (25%)に 認められたが,n(一 )の 1

例は左肺門部の再発で術後 1年 10カ月で死亡してお

り,術 中の取 り残しと考えられた.n(十 )の 3例 はい

ずれもn4(十 )例 で転移 リンパ節が 8～ 22個と多い症

例であった。n(― )で 1例 に頸部再発がみられている

が,部 位は右の鎖骨上で,再 発来院時にはすでに輸出

不能で,温 熱,放 射線療法も奏効せず, 2年 6カ 月で

死亡してぃる (表 8).

考  察

癌に対する適正なリンパ節郭清は,最 終的には遠隔

成績とのかねあいで決定されるべきものと考えられ

る。ことに食道癌においては,広 範なリンパ節郭清は

技術的な面よりむしろ術後合併症の発現の上から制約

…… 全体

一 c 8 以 外

nl,2 n3,4
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を受けることが多く,そ の範囲の適応,郭 清の効果な

どについての検討は現時点でのもっとも重要な課題と

思われる。最近では頭部 リンパ節郭清の重要性が強調

される傾向にあるが,そ の大きな根拠は手術症例にお

いて頸部の転移率が高く,時 に単独転移がみられるこ

と,頚 部のリンパ節再発が多いことの 2点 に要約され

る。胸部食道癌において頭部のリンパ節に転移のみら

れることは三戸 らのによって早 くから指摘 されてお

り,最近の報告を見ても掛)||ら
いは Iuで16.7%,Imで

13,3%,Elで も16.7%に頭部転移がみられるとしてお

り,武 藤らめ,鶴 丸ら
。,磯 野ら分もそれぞれ14.5%,

22%,31%と 報告している。また頭部 リンパ節への再

発率も10～30%と されており,わ れわれの成績でも諸

家の報告とはぼ等しく,頭 部転移率は15%,頸 部 リン

パ節への再発は 6%の 症allに認められている.こ れら

の結果は頸部郭清による治療成績の向上を期待させる

ものではあるが,い っぼう葛西ら
ゆはこれまでの検討

で頭部郭清は胸部食道癌の予後に影響しないと述べて

おり,西平らり,高木ら
1いも頭部郭清による予後の向上

に疑間を投げかけている。

今回検討した症例の累積 5年生存率(Kaplan‐Meier

法)は直死,他 病死を除くと42%,絶 対非治癒切除 (C

O)を除くと54%と なった。これは系統的な頸部郭清の

行われていない症例の成績であるが,両 側要部郭清が

行われた場合の成績
分ゆl'1つと比較しても同等もしく

はそれ以上と考えられる。遠隔成績を他施設のものと

単純に比較することは症例の片寄 りなどの問題から危

険ではあるが,対 象症例のリンパ節転移率は66%,組

織学的進行度でもst IVは59%,COと なった率も28%

で特に条件の良い症例がそろっているとは思われな

ヽヽ .

食道癌のリンパ節転移は胸,腹 の広範囲にわたり,

転移が胸部と腹部の 2領域にまたがるときは治療成績

が著しく不良となる。鶴丸ら
1つは123例の 5年経過例の

うち胸部と腹部に転移を有していたのは32例で,そ の

うちの 5年 生存者は 3例 と報告している。また西ら
10

も221例の 5年 経過例のうち65例に胸腹双方の転移を

認め,そ のうち 5年 以上生存したのは 8例 であったと

述べている。今回の集計時点でのわれわれの 5年経過

例は32例で, これらの報告に比べて母数は少ないもの

の, 2領 域転移陽性例で 4例 の 5年 生存を得ており,

そのうちの 1例は頚部と腹部に転移のあった症例であ

る。また リンパ節転移陽性例の 5年 生存率も42%と 諸

家の報告に比較して良好で,上 縦隔郭清の効果と考え

5(1001)

ている。

n(十)例でのリンパ節転移状況をみると,108,106,

107は20%を 越える転移率で,特にこの領域の郭清が重

要であるが,中 でも問題 となるのは106の郭清で,森

ら1",甲 ら
1いは気管の全周にあたるリンパ節郭清を強

調している。われわれは気管の前面のリンパ節 (上大

静脈と気管の間)に ついてはサンプリングのみに止め

ているが,現 在までの切除例では同部に転移を認めた

症例はなく,ア イツト
ープの取 り込みからの検討でも

実際の転移状況とほぼ同様の結果を得ているので, こ

の部分の郭清は原員Jとして行わない方針である。その

他の重要なリンパ節としていわゆる右上縦隔最上 リン

パ節がある。木下ら
1つの指摘以来この部のリンパ節に

20～30%の 転移のあることが報告されているが
。1め,

この リンパ節は鎖骨下動脈,気 管,食 道に接して存在

し,頸部から眺めれば右101として区分される可能性が

あるlゆ.ここには単独転移もみられ,もっとも確実な郭

清の要求される部位である。

ところで,広 範なリンパ節郭清が行われるようにな

ると局所や リンパ節再発の減少する
一方で,遠 隔転移

の比率が高まってくる.今 回の検討では CI以 上の再

発例の44%が 血行転移であり,掛 川ら
りも再発29例中

15例が血行転移であったと報告している。今後,有 効

な血行転移防止策の開発が大きな問題 となるであろ

う。

結  語

上縦隔の系統的 リンパ節郭清の行われた胸部食道癌

74例について,主 として遠隔成績の面から検討を加え

以下の結果を得た。

1)リ ンパ節転移率は66%で ,st IIIは22%,st IVは

59%で あった。

2)胸 腔内で最も転移率の高かったのは108,106,107

などの上から中縦隔にかけてで,腹 腔内では 7, 3,

2の 噴門から小弯のリンパ節であった。

3)COを 除いた累積 5年生存率 (Kaplan‐Meier法 )

は全体で54%,n(一 )で 64%,n(十 )で 42%で あり,

再発形式では44%が 遠隔臓器転移であった。

これらの結果より上縦隔のリンパ節郭清は食道癌の

手術成績向上のために有効であると考えられたが,遠

隔転移の防止が今後の重要な課題と思われた。
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